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都
会
の
街
中
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で

い
る
と
、
外
国
人
の
男
性
二
人
が
手
を
つ

な
い
で
楽
し
そ
う
に
話
し
な
が
ら
歩
く

姿
が
目
に
入
り
ま
し
た
。
二
人
の
本
当
に

幸
せ
そ
う
な
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　

そ
の
時
、
隣
の
テ
ー
ブ
ル
の
20
歳
前

後
の
若
い
男
女
の
会
話
が
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。

「
ね
ぇ
、
あ
の
二
人
、
見
て
」

「
ん
？
あ
の
二
人
が
ど
う
か
し
た
の
？
」

「
う
ん
、
な
ん
か
い
い
な
ぁ
と
思
っ
て
」

「
そ
う
だ
ね
、
い
い

感
じ
だ
ね
」

　

若
い
人
が
同
性
カ

ッ
プ
ル
を
ご
く
自
然

に
受
け
入
れ
て
い
る

こ
と
に
私
は
少
な
か

ら
ず
驚
き
ま
し
た
。

　

私
に
は
同
性
愛
者

の
友
人
が
い
ま
す
。

私
は
そ
の
友
人
と
知

り
合
っ
た
と
き
、「
私

た
ち
と
は
違
う
」
と

い
う
違
和
感
を
感
じ

ま
し
た
。
以
前
、
そ
の
友
人
か
ら
、「
変

な
目
で
見
ら
れ
る
の
で
、
手
を
つ
な
い

で
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
聞
い
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
で
し
た
が
、
そ
の
友
人
と

多
く
の
こ
と
を
語
り
合
う
中
で
、
そ
の

人
の
「
あ
り
の
ま
ま
」
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
と
て
も
大
き
な
こ
と
で

し
た
。
時
間
は
掛
か
り
ま
し
た
が
、
違

和
感
は
薄
れ
、「
同
性
愛
も
異
性
愛
も
自

然
な
こ
と
、
だ
れ
か
ら
も
差
別
さ
れ
る

よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
」
と
い
う
意
識

が
私
の
中
に
根
付
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
※
）

の
人
権
に
つ
い
て
学
習
会
な
ど
に
参
加

し
て
、
自
分
の
感
覚
や
考
え
、
思
い
を

見
直
す
こ
と
が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
験
が
自
分
自
身
の
生
き
方

を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
な
り
、
私
に
と

っ
て
あ
り
が
た
い
も
の
で
し
た
。

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
し
て
理
解

す
る
の
に
時
間
が
掛
か
っ
た
私
に
は
、

同
性
カ
ッ
プ
ル
を
ご
く
自
然
に
「
い
い

ね
」
と
受
け
止
め
る
若
い
二
人
の
感
性

が
、
ま
ぶ
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

内
閣
府
が
実
施
し
た
「
人
権
擁
護
に

関
す
る
世
論
調
査
」

の
結
果
で
は
、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

に
対
す
る
関
心
や

理
解
に
高
ま
り
が

見
ら
れ
ま
す
。
当

事
者
や
多
く
の
人

の
取
り
組
み
が
、

少
し
ず
つ
で
す
が

成
果
を
挙
げ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

行
政
で
は
、
同

性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
と
い
う
結
婚
に
準
じ
た
制
度

を
つ
く
る
自
治
体
が
出
て
き
ま
し
た

し
、
民
間
で
も
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

つ
い
て
学
ぶ
研
修
会
な
ど
を
行
う
企
業

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

私
も
、
友
人
が
誰
の
目
も
気
に
せ
ず

に
、
愛
す
る
人
と
手
を
つ
な
い
で
歩
け

る
社
会
、
全
て
の
人
が
人
と
し
て
当
た

り
前
に
生
き
ら
れ
る
社
会
に
な
る
よ

う
、
自
分
の
言
葉
で
周
り
の
人
た
ち
に

語
り
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

※
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
は
…

　

同
性
愛
者
、
両
性
愛
者
、
性
同
一
性

　

障
害
な
ど
の
性
的
少
数
者
の
こ
と

ひまわり
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ご意見は人権・男女共同参画推進室（ご意見は人権・男女共同参画推進室（ 63‐7909）へ63‐7909）へ

「「
手
を
つ
な
い
で

手
を
つ
な
い
で
」」

お問い合わせは：夢眠クリニック 0595-64-1717 ／ ふくにし 0595-62-1555
入居者様受付中 リハビリデイケアサービス受付中

夢眠在宅医療と介護の相談窓口による無料相談実施中 お困りの方、お気軽にご相談ください。

●夢眠クリニック／外来診療　午前診療は消化器外科・肛門科の専門医による診療

●夢眠クリニック／訪問診療
　訪問診療チームにより130名の患者様の在宅生活を支援（4月現在）
　24時間・365日のオンコール体制で在宅医療の安心をサポート

月 　 火 　 水 　 木 　 金曜 日

午 前

午 後

問山裕二先生
（三重大学）下野一子医師福西茂二医師福西茂二医師

森岡聖次医師

井上幹大先生
（三重大学）

患者様 無料送迎
車椅子・ストレッチャーもOK

急な家族様の体調不良や稲刈り等
ショートステイでは短すぎるが、3ヶ月入所は長すぎる!! という方にお勧めです!

がん検診（ 胃・大腸・前立腺・肺 ） 予約受付 6/1～

介護老人保健施設ふくにし名張市
東町 夢眠クリニック

※要介護認定有りの方に限ります。

まずは TEL0595-62-1555 にてご相談下さい。

（30～50日程度（最大60日）の入所限定のお得なプラン）
60日以内の期間限定入所を利用してみませんか？

市長や職員が地域にお伺いします
対話から始まるまちづくり

　市民の皆さんに市政に対する理解と関心を深めていただき、一緒に
まちづくりを進めるため、直接市長や職員などが出向いてお話しします。

 秘書広報室　  63‐7402

　いずれも時間は 90分程度。市内在住、在勤、在学の 10人以
上のグループで、1カ月前までに申し込みください。
　申込は、電子メール（pr@city.nabari.mie.jp)、ファクス (61
‐0815）、電話で受け付けます。希望日時（第 3希望まで）、団体名、
代表者連絡先（住所・電話番号）、参加予定人数、会場名（所在地）、
テーマ（出前トークのみ）をお知らせください。

　名張市は妊婦応援都市を目指し、妊産婦や
子どもたちをまち全体で応援する輪を広げて
いきたいと思っています。
　命の大切さや妊娠出産について、子どもの
成長発達など、子育てに関することを保健師
などがお話しします。地域の集まりや会社な
ど、出前トークをぜひ、ご利用ください。

出前トークテーマNO.54
こそだてサポーター養成講座
健康・子育て支援室
半田 公美

　市長が直接、皆さんの生活や活動の場に伺い、
さまざまな課題について話し合います。テーマ
は特に定めません。健康・福祉、子育て、教育
など、どんな内容でも構いません。まちづくり
に対する意見、提言などもお寄せください。

市長が直接皆さんとお話しします
「市長のまちかどトーク」

106のテーマをご用意しています。
「出前トーク」

　市の担当職員などが地域に出向いてお話し
する「出前トーク」。今年度は全部で 106 のテ
ーマをご用意しました。
　テーマの一覧は、各市民センターや公共施設
に設置する他、市ホームページに掲載しています。

音
訳
・
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、「
広
報
な
ば
り
」
の
音
訳
Ｃ
Ｄ
（
専
用
再
生
機
必
要
）、
点
字
広
報
を
作
成
し
、
貸
出
を
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
先
へ　
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